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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・最近、来客数が増え、成約までの時間も短くなって
いる。リフォームについても、追加工事が多くなって
いる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・昨年が悪かったこともあるが、前年比20％程度増加
している。11月は気温が低く、ジャケット等防寒着の
動きが大変良い。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・防寒衣料、特にコートの需要が多く、ウォームビズ
関連商品も非常に好調に推移している。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・11月も前年比130％を達成し、７か月連続で前年を
クリアしている。客のニーズに合わせた商品を価値あ
る価格帯で提供しているため、好評である。過去７、
８年の11月と比べても、最高の11月である。

家電量販店（営
業統括）

販売量の動き ・商品単価はデジタル商品を中心に下落が続いている
が、年末商戦の前半戦として、徐々に販売数量が増加
している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・秋の団体旅行の動きが良い。特に、四国、中国地方
への旅行が目立っている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・年末の忘年会や年明けの新年会の団体予約が入って
きている。また、団体旅行の数も、秋の紅葉見物を中
心に非常に好調である。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・業種によりまだ厳しいところはあるが、10、11月の
クレジットカード取扱高が、月間で初めて５億円を超
え、これまでで最高の数字を記録している。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・冬物、特にコート、ブーツ、タイツ、ストールなど
が非常に活発に動いている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・秋冬物衣料品の売上が前年比約120％程度に伸びて
おり、好調である。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・店内に大型量販店を招致した結果、従来から好調な
高額所得者層に加え、一般消費者の来店も増加し、店
内に活気が出ている。特に、団塊世代や団塊ジュニア
世代が楽しそうに買物をしている様子が多くみられ
る。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・11月は気温低下に伴い婦人、紳士共に冬物商材が伸
び、売上をけん引している。特に、10月は大苦戦した
コートが11月後半以降、２けたの伸びをみせている。
リビング家電も暖房機器が動き、売上に貢献してい
る。客の声から生まれた当社だけで購入できる商品
や、品質や産地などにこだわりのある商品への客の関
心が高く、同じアイテムでも高額な商品の動きが良
い。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・11月に入って天候は安定し、気温も昨年より低く、
婦人、紳士、子供衣料とも前年比110％以上と伸びて
いる。お歳暮ギフトも前年実績に並ぶ状況であり、食
料品が安定して伸びていることも店全体を押し上げる
要因になっている。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・お歳暮の前半戦が好調に推移しているほか、衣料品
関連も前年並みに動いている。防寒衣料が年々縮小気
味のなか、前年並みの売上を維持しているのは、来客
数と軽衣料に動きがある証拠である。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・特別招待会等が盛況である。11月は初旬から気温が
下がり、コート等がよく動いている。反面、お歳暮商
戦はスタートダッシュがなく、月末にかけてなんとか
盛り上がりつつある状態で、使いたい物に投資しよう
という消費者の割り切りも感じる。

百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・お歳暮ギフトの受注が好調に推移している。特に、
産地直送や限定品等のこだわりギフトが好調で、客単
価が上昇しているのが近年にない特徴である。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・婦人服、紳士服、雑貨部門中心に、コートやジャ
ケット等の冬物商品のアウターと防寒グッズの動きが
前年比130％増と好調に推移している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数、単価は前年を下回っているが、買上点数が
前年比107.2％で推移しており、良い物と単価の安い
物が両極端で売れている。

家計
動向
関連



スーパー（統
括）

単価の動き ・全体的に客単価が上昇傾向にある。

スーパー（統
括）

お客様の様子 ・商品の内容をよく見極め、必要な物だけを買う客の
姿勢は変わっていないが、同じ商品でも従来よりはや
や上級の商品を買う客が増えている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・11月は天気も良く、飲料等がよく売れている。来客
数はそれほど変わらないが、客単価が多少上がってい
る。

衣料品専門店
（営業担当）

単価の動き ・11月前半は気温が高く、秋冬商品が動かなかった
が、中旬以降、気温が下がり、売上が良くなってきて
いる。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・成約率が上がってきている。

乗用車販売店
（営業担当）

競争相手の様子 ・近隣の店舗と比べて、当店の販売台数が増加してい
る。

その他専門店
［雑貨］（従業
員）

単価の動き ・高額商品の動きが良い。

その他専門店
［眼鏡］（店
員）

単価の動き ・フレーム、レンズ共に高単価商品の動きが良く、売
上が３～５％上昇している。また、来客数も前年比
５％ほど増加している。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・新規の客が増えている。

都市型ホテル
（支配人）

お客様の様子 ・夏場まで弱かった法人客の動きが活発になってきて
いる。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・クリスマスディナーの予約が始まっているが、申込
の出足は前年並みである。忘年会の予約も、申込人数
は前年並みだが、単価は伸び悩んでいる。ただ、会社
の業績が改善し、休止中だった社員の忘年会が復活し
た会社が出ているほか、新年会についても東京でまと
めて実施していた案件に、支店単位で予算が付いたこ
とから、新規に問い合わせがあるなど、やや良くなっ
ている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・愛知万博が終わった後も、企業からの旅行需要は手
堅い。

タクシー運転手 お客様の様子 ・一般客の利用が増加している感がある。特に、駅か
らの利用客が増えている。チケット利用客について
は、団体タクシーが、深夜帰宅する客待ちでオフィス
ビルを取り囲んでおり、一晩で数百台単位で車両を
送っているようである。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・60代の夫婦がパソコンを初めて買い、インターネッ
トに加入するケースが見受けられる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・放送サービスの新規デジタル契約及びアナログから
のデジタル移行契約が底固い。インターネットも相応
に売れている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・顧客向けの端末値引きや新しい料金サービスの導入
で、新規契約が増加している。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・集客、売上すべてにおいて、今年一番の数字を記録
している。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

お客様の様子 ・アミューズメント施設の売上が回復している。前年
比100％を超え、明らかに上向き傾向にある。景品を
取る機器に客が戻りつつある。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・11月は、特に完成物件について、年内入居を考えて
いる客の契約が増加している。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・受注量は増加している。コストダウン要請は相変わ
らず厳しいが、全体としてはやや良くなっている。

変わらない 一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・11月上旬は薄手の商品が動いていたが、中旬ごろか
ら寒さが戻り、冬の厚物商品がよく売れている。比較
的良い商品の売行きがまずまずである。

一般小売店
［鞄・袋物］
（従業員）

単価の動き ・七五三等におけるランドセルのギフト需要について
は、単価が前年比で20％ほど上昇している。また、余
暇、休日対応のカジュアル商品は、良い物を購入する
客が多く、特にスーツケース、ボストンバッグについ
ては単価が15％程度伸びている。一方、日常使う一般
品については20％程度下落している。



一般小売店
［茶］（営業担
当）

来客数の動き ・11月は年１回のイベントを実施したが、天候に恵ま
れ客の出足も良く、売上が良かった。月末には反動で
来客数が減少したものの、昨年実績は上回っている。

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・来客数の前年割れが続いている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・11月は順調に推移しているものの、気温が急に下
がったためか、客が必要に迫られて購入している感が
あり、一時的な要素が強い。依然として、良くなって
いるとは思わない。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・ウォームビズ等の影響もあり、紳士用品は好調に推
移しているが、逆に婦人服が苦戦を強いられている。
ラグジュアリーブランドやアクセサリー部門は好調だ
が、宝飾品は前年比マイナスとなる等、部門間で売上
の良し悪しが鮮明に出る結果となり、全体売上は前年
と同水準である。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は前年並みまでに回復しているが、競合店の
特売により、客が１か所ですべてを買わず、複数の店
舗に分散する状況になっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・11月は中旬まで非常に気温が高く、下旬になっても
昼間は気温が下がらないため、冬物衣料、鍋材料の動
向が悪い。

スーパー（統
括）

単価の動き ・来客数は昨年を上回っているが、買上単価は伸びて
おらず、全体の売上増には至っていない。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・来客数は若干増えているが、客単価が下がってい
る。例年、年賀状印刷等の高額の依頼が結構あるが、
今年は出足が悪い。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・11月は寒さが早く来たので、暖房商品がよく売れて
いるが、それ以外の商品に動きがなく、来客数も少な
い。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・自動車の整備は順調に仕事が入ってきているが、販
売については、例年であれば11月、12月のボーナス月
には動きがあるが、今年は２割減少している。

乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・11月の当社の新車販売は、目新しい新車もないため
か、予算達成率80.8％、対前年伸張率マイナス25.3％
の見込みであり、４か月連続で前年同月を下回りそう
である。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数の動きが悪く、販売量も伸び悩んでいる。

その他専門店
［キャラクター
グッズ］（従業
員）

販売量の動き ・クリスマス商品投入初期であるが、昨年と比較する
と商品の動きが鈍化している。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・来客数は横ばいであるが、最近はリピーターが多く
なり、わざわざ遠くから来る客も増えている。ランチ
については、ファーストフードとのすみ分けが明確化
してきている。

タクシー運転手 来客数の動き ・年末まで残り１か月余りとなったが、相変わらず客
の財布のひもは固く、利用客数も伸びていない。

通信会社（管理
担当）

お客様の様子 ・消費の二極化が進んでいる。高額商品の需要は上向
きであるが、通信サービス業における消費マインド
は、依然として慎重である。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・テレビのデジタルサービス一巡後は、種々の営業対
策実施にもかかわらず契約が伸びていない。また、新
規契約を獲得しても、解約も多い。

競馬場（職員） 競争相手の様子 ・売上は、類似の競技や南関東３競馬場共に、昨年並
みで推移しており、客単価も同様である。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・春先から進めてきた計画が先延ばしになり、相変わ
らず決定までの時間がかかっている。一方で、戸建て
用の200坪前後の土地が不足しているという話を聞
く。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・現在も工事の請負、住宅分譲について価格が下がっ
たままで、受注量、販売量共に少ない状態が続いてい
る。大企業と中小企業の格差が一層拡大している。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・住宅を見に来た客の数や様子に特段の変化はみられ
ない。ただ、ここにきて、客が現在住んでいる中古マ
ンションを先行して売却し、そのために新たな物件を
探すという実需が出てきた感がある。



やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当店は商店街で呉服商を営んでいるが、店売りはま
あまあであるが、外で展示会を開いたときの来客数が
かなり減ってきている。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

来客数の動き ・来客数と商店街の通行量が少なくなってきている。
近隣の商店街の人通り、来客数を聞いても、悪くなっ
ている。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・それほど寒くないせいか、季節商品があまり動いて
いない。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・近くに大型店舗が出店した影響が出ている。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数、販売量共に８％減となっている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・11月は暖かかった割に立ち上がり時期にセーターや
カジュアルコートの売上が良かったが、中旬以降は急
に失速している。

その他専門店
［燃料］（統
括）

単価の動き ・原油価格は前月より下降気味であり、それに伴い市
況価格を大幅に下げているため、１リットル当たりの
口銭が圧縮され、適正口銭、利益が確保できない。

都市型ホテル
（経営者）

競争相手の様子 ・周辺ホテルでは婚礼利用が落ち込んでおり、全体的
に売上が低迷している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・11月は閑散としており、特に深夜になるとほとんど
客の姿がみえない。

タクシー運転手 来客数の動き ・最近、日中の客の待ち時間が長いときは１～２時間
となっており、悪いときは売上が１日２万５千円程度
にしかならないことが度々ある。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・土地の売買件数は前年並みで比較的安定しているも
のの、住宅販売については契約見込み客が少なく、他
社との競争も激しくなっており、厳しい状況になって
いる。

悪く
なっている

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・一般的な好況感のあおりか、同業他社の出店ラッ
シュが再燃し、来客数、売上共に大幅に前年割れして
いる。人手不足により、アルバイトの時給は大幅に上
昇しており、全く出口の見えないトンネルに入り込ん
でしまっている。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

競争相手の様子 ・８月末に競合店がオープンしてから、近隣店の売上
が10～20％減少している。11月にもう１店舗競合店が
オープンしたため、１つのパイを数店で取り合う形に
なっている。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

お客様の様子 ・まとめ買いをする客が少ない。

設計事務所（営
業担当）

競争相手の様子 ・同業他社との競争が激しくなっている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・11月の販売量が例年になく悪過ぎたという点はある
が、税制改正案や金利上昇などによる先行きの不安感
から、買い控えや、低価格物件や商品をそろえる他社
に客が流れてしまうという現象がみられる。

良く
なっている

輸送業（財務・
経理担当）

受注量や販売量
の動き

・都内で新しく小口配送が始まり、売上増になってい
る。

税理士 取引先の様子 ・飲食店　洋品店の売上が、前年、また上半期に比べ
て、増加している。従業員のボーナスも上がりそうで
ある。

やや良く
なっている

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・販売量の増加について、スポットではなく全体的に
受注販売が増えてきたのが11月の動きである。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新規受注がここにきて立ち上がったため、売上は若
干プラスとなっている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・全国で販売している製品に、地方からも引き合いや
注文が増えつつある。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月に引き続き予定外の商談があり、売上が８月比
で120％となっている。

建設業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・小工事を多く受注している。工事量そのものが多い
ため、人手が足りず求人をかけているが、周辺も同じ
ような状況で職人も監督もなかなか集まらない。人手
不足の状態が続いている。

企業
動向
関連



建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・不動産の動きや工場等の設備投資に関連する工事の
話が増えている。ただ、最近の構造計算書改ざん問題
などにより、どのような影響が出てくるか不安であ
る。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・11月は先月に引き続き、取引先の受注量が少し増え
ている。

金融業（渉外担
当）

それ以外 ・一次取得者向け低価格帯マンション、一戸建て共
に、売行きは順調である。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・自動車販売会社では新車販売が順調に推移してい
る。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・100％満室にもかかわらず、相変わらず新規に入居
を希望するテナントからの問い合わせが多くなってい
る。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

取引先の様子 ・客の上期決算が完了し、下期に向けた予算申請が活
発化してきており、中長期的なシステムの提案以外
に、年度末竣工ができる短期的な案件の提案依頼が増
えている。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑屋をやっているが、11月は会社の設立登記に伴
い８本の印鑑の注文があり、この数字は３か月前とほ
とんど変わっていない。通常、印鑑より注文が多いの
はゴム印だが、８月が20万、９月は31万、10月は少し
落ちて19万、11月は25万で多少持ち直したが、それほ
ど増加したというほどではなく、上がったり下がった
りで変わらないのが現状である。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量は増えたが、原油高騰による材料単価の高騰
の余波はまだ続いており、一部の客からはコストダウ
ンの要請がきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・暖房期に入りメンテナンスの仕事は増えているが、
商品販売はあまり増えていない。ほぼ例年通りであ
る。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・例年、年末から年度末にかけて物量が多く、車両が
足りずに苦慮しているが、今年は物量が計画より少な
く、売上が伸び悩んでいる。

通信業（企画担
当）

競争相手の様子 ・競争が激化しており、競争相手との価格競争が続い
ている。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

競争相手の様子 ・新規問い合わせも増えているが、競争相手との価格
競争も激しくなってきている。

やや悪く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・あまりにも価格が低下していて、非常に悪い。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・このところ受注量が大分少なくなってきており、先
行きが懸念される状態である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新規にマンション等を建てる地主が大幅に減少して
いる。また、構造計算書偽造問題が発生し、悪徳リ
フォームやアスベストの問題と合わせて、建築業界が
悪者になってしまっている。

輸送業（営業統
括）

受注量や販売量
の動き

・同業他社に仕事量が流れているようで、現在付き合
いのある荷主の出荷についても、当社への単独発注で
はない。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・企業は人材不足を一気に解消しようと求人数を増や
しているようだが、採用に当たってのハードルは下げ
ていない。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・11月はＯＡ操作業務、テレマーケティング業務、営
業での求人が多い。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・依然として求人数は増加傾向にあるものの、その求
人にマッチする人材が不足している。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・新規学卒者に関し、来年４月入社の採用をまだ継続
している企業も多い。また、次年度採用の動きも活発
である。企業の採用意欲がおう盛なだけ、学生には有
利な就職展開が想定される。学生に多少のゆとりが出
始め、企業へのエントリー数は昨年比で２～３割減少
中である。それだけ採用枠が広がった証拠である。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求人数の動き ・当社が扱っている新聞、雑誌、インターネット共
に、求人案件に限らず、他の広告広報案件の問い合わ
せが増えている。全体的に余裕が出てきた感がある。

雇用
関連



新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・現状の求人数の伸びは、主に応募者数の鈍化と広告
費デフレの相乗効果によるものだと感じている。最近
では、賃金の増額提示をする企業も増えてきているの
で、企業の体力も上向いてきている感がある。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・就職数は全体的に増加している。企業が早く採用を
決める方向に動いている。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・求人数がかなり増えており、これまでであれば採用
が少し難しいと思われる求職者でも、就職が決まり出
している。優秀な人材であれば、本人の望むところに
かなり短期間で決まっている。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得数が前年比で毎月10％程度プラスで推移し
ている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・現在、自動車産業の組立ての期間工等については活
発な求人が出ているが、中小企業の求人は一向に伸び
ず、高年齢層の採用という話もほとんど出てこない。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・金融業界を中心に、電話関連の業務の派遣依頼は変
わらず堅調であるが、希望する派遣スタッフが少な
く、決定に至らないケースが多々出ている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は横ばいであるが、前年比でみると２か
月続けて減少している。求人倍率は求職者数が減少傾
向にあるため変化はないが、非正社員求人が増加して
おり、雇用のミスマッチは解消されていない。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －


